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太平洋戦争下，南方の占領地で日本軍が行った放送について検証する本シリーズ。今回は，フィリピン（比島）
とビルマ（緬甸，現ミャンマー）で行われた放送工作の実態を考察した。

日本軍が1942年1月にフィリピンのマニラを，3月にビルマのラングーンを占領して以降，放送工作のために次々
に日本放送協会から職員たちが派遣された。フィリピンでは「比島放送管理局」のもとに，1942年1月14日にマニ
ラ放送局，1943年11月1日にセブ放送局，同年11月3日にダバオ放送局が開局し，ビルマでは「緬甸放送管理局」
のもとに，1942年8月15日にラングーン放送局が開局した。欧米植民地体制の打破とアジア解放を旗印に，両地
域では「現地住民の宣

せ ん

撫
ぶ

」と「対敵宣伝」に注力していくことになる。フィリピンでは音楽を中心とした現地住民
向けの放送と米比軍への対敵放送，ビルマでは日本文化の浸透をねらった現地住民向けの放送とインドへの対敵
放送が行われた。

しかし，両地域はとくに激戦地で，比島放送管理局でも緬甸放送管理局でも終戦の詔勅を放送することができ
ていない。しだいに戦況が悪化するなかで，日本放送協会の職員たちは山中に逃げまどい，あるいは戦闘要員と
なって，その多くが殉職した。大東亜共栄圏構想の浸透のため文化工作に加担した南方占領地の放送局は，その
目的を果たすことなく，多くの犠牲者を出して潰

か い さ ん

散したのである。
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1. はじめに―激戦地での放送

太平洋戦争下，「南方」と呼ばれた東南アジ
アの占領地で日本軍が行った放送を検証する
本シリーズ。第1回の概要，第2回の蘭印での
放送に続き，第3回では「フィリピン（比島）」
と「ビルマ（緬甸，現ミャンマー）」での放送工
作を検証する。

1941年12月の太平洋戦争開戦後，日本軍
は占領地を広げ，「大東亜共栄圏」の樹立をス
ローガンに南方進出した。このとき軍は南方占
領地に次々に放送局を建設し，香港，マレー，
ビルマ，フィリピン，ジャワ，スマトラ，セレベ
ス・ボルネオで放送局を開局した。

シリーズ第1回で見たように1），当時，南方占
領地の放送局はすべて軍の管轄下に置かれ，

軍政の一環として推進された。軍は「大東亜
共栄圏」構想の浸透のため，これらの地域で
①現地の日本人向け放送，②連合軍などに対
する対敵放送，③現地住民向け放送，を使い
分けながら，文化工作を行った。戦地と内地
を一体化させ，さらに現地住民の「宣

せん

撫
ぶ

」，連
合軍前線の「制圧と謀略」のために放送が利用
されたのである2）。

1942年5月に「南方占領地放送暫定処理要
領」が作成され 3），各軍政監部の外局として放
送管理局を置くことが決まり，翌月には「南方
圏放送計画案」4）が策定された。このとき放送
管理局の職員は主に日本放送協会から派遣さ
れることになった。同年9月には，軍と協会と
の連絡・折衝窓口として会長直属の「南方室」
が設置され 5），この南方室が日本放送協会に
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おける南方派遣要員の人選や身分，俸給，任
期などを決めた。

太平洋戦争中，徴用を受けて軍属として南
方占領地に派遣された日本放送協会の職員は
のべ302名にのぼり，約30の放送局を運営し
た 6）。「欧米植民地体制の打破とアジア解放」7）

という大義名分のもと，日本放送協会の職員
たちは，現地住民向けの宣撫放送や連合軍向
けの対敵放送を行ったのである。

今回取り上げるのは，日本占領下のフィリ
ピンとビルマにおける放送工作の実態である。
とくに両地域は太平洋戦争における激戦地で
あった。開戦以前，フィリピンはアメリカ，ビ
ルマはイギリスの支配下にあったが，1942年
1月2日に日本軍がフィリピンのマニラを無血占
領し，同年3月8日にビルマのラングーンを陥落
した。フィリピンは陸軍第14軍，ビルマは第
15軍が指揮し，その後，それぞれの地に日本
放送協会から職員が派遣されることになる 8）。

フィリピンでは「比島放送管理局」のもとに，
1942年1月14日にマニラ放送局，1943年11月
1日にセブ放送局，同年11月3日にダバオ放送
局が開局し，ビルマでは「緬甸放送管理局」
のもとに，1942年8月15日にラングーン放送局
が開局した。戦闘が長く続いた両地域では，
とくに現地住民の宣撫と対敵宣伝に注力して
いくことになる。

しかし，これから見ていくように，両地域で
の放送工作は戦況の悪化で思うように進まな
かった。連日のように空襲の危険にさらされ，
フィリピンとビルマでは職員たちが1945年8月
の終戦の詔勅まで放送を続けることができて
いない。これは，ほかの南方占領地の放送管
理局とは決定的に異なる様相であり，失敗や
挫折といった生やさしいものではなく，「潰

かいさん

散」

と呼ぶにふさわしい惨
さんたん

憺たるものだった。
例えば，南方では「ジャワ天国，ビルマ地獄」

という言葉が職員たちの間で流行した 9）。ビル
マでは連日連夜の空襲に加え，病人が絶えな
かったのである。またフィリピンでも，配属さ
れた山本宗太郎の戦後の手記には「南方に於
いて，もっとも惨を極め多くの有望な職員を失っ
たのは，やはり比島である」10）とある。事実，
日本放送協会の職員の殉職者数はフィリピンで
30名，ビルマで7名にのぼった。南方占領地
全体での殉職者が45名であったため，いかに
両地域で多くの職員が亡くなったかがわかる11）。

また，フィリピンとビルマは名目的な「独立」
を許した地でもある。1943年8月1日，バー・
モウ国家代表がビルマ国独立を宣言し，同年
10月14日，ホセ・ラウレル大統領が就任してフィ
リピン共和国独立を宣言した。日本軍はフィリ
ピンとビルマに独立を許しつつ，大東亜共栄圏
に組み込んでいくという両義的な側面をもち，
こうした軍の曖昧な姿勢が抗日ゲリラの運動を
誘い，戦況は泥沼化していくことになる12）。日
本放送協会の職員たちは，空襲やゲリラの危
険におびえながら，現地住民には独立をあおっ
て大東亜共栄圏構想を広め，一方で対敵宣伝
を繰り返す，複雑な舵取りを迫られたのである。

フィリピンを管轄した「比島放送管理局」，
ビルマを管轄した「緬甸放送管理局」を知る手
がかりとなるのは，「南方資料④比島編」と「南
方資料⑥ビルマ編」である13）。また，佐藤勝
造の論文「比島（フィリピン）放送管理局のあ
ゆみ」14）と「緬甸（ビルマ）放送管理局のあゆみ

（1）（2）」15）がある。このほか，戦時中に発行さ
れた雑誌『放送』『放送研究』『放送人』への
寄稿や，佐藤が論文執筆のために残した一次
史料（元放送局員たちによる書簡・手記・手
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紙・写真など）16）がある。
以下，これらの史料を横断しつつ，フィリピ

ンとビルマにおける放送の実態を見ていくこと
にしたい17）。

2. 米英領からの放送転換

2.1. 比島放送管理局のはじまり

太平洋戦争勃発以前のフィリピンには，4つ
の放送局があった。これらはアメリカの支配下
で運用され，聴取料をとらない広告放送であっ
た 18）。主に娯楽放送で，ディスクジョッキーや
アナウンサーが1人でレコードを回しながら放
送していたという19）。1941年の時点で聴取者数
は推定12万5,000であった。

1942年1月2日，日本軍はマニラを無血占領
し，アメリカの所有物件を敵産として処理しな
がら必要に応じてこれを再利用した。軍報道
班は放送の復旧を急ぎ，各施設を調査した結
果，ヒーコックビルのKZRHを演奏所に，マニ
ラハイツのRCA放送所を放送所に指定した。
しかし，とくに放送所の設備はアメリカ軍に
よって撤退時に破壊され，一部品すらも使え
る状態になかったという20）。

こうしたなかで軍報道部はわずか10日余り
で放送設備を復旧し，電波を発射することに
成功する21）。1942年1月14日に開局したのが
マニラ放送局（KZRH）である。コールサイン
と周波数は戦前と同じものが使われた 22）。マニ
ラ放送局は，南方占領地において最も早く開局
した放送局の1つとなった。

同年2月15日，日本放送協会から7名が到
着し，現地の技術者とともに短波放送機を増
設，各施設の改良工事を行った。さらに12月
下旬には二十数名が到着し，1943年2月，「比

島放送管理局」が正式に発足することになる。
なお，先発隊7名のなかには，野球中継の名
アナウンサーとして知られた松内則三がいた。
1920年代後半～ 30年代，講談調の独特のア
ナウンス話法が人気を博し，松内の実況を収録
したレコード『早慶大野球戦』（1930年）は15
万枚を売り上げた 23）。後述するように，松内は
フィリピンのあと，ビルマにも派遣され，緬甸
放送管理局長になっている。

マニラ放送局の開局後，フィリピンでは拠点
となる島々に放送局を開局していくことになる。
1943年11月1日にはセブ放送局（KZRC），同
年11月3日にはダバオ放送局（PICD）が開局
した。とくにマニラに次ぐフィリピン第2の都市
と言われたダバオ市のダバオ放送局は，局舎
の確保に困難を極め，結局，2階建ての民家
を賃借して，2階を放送スタジオと放送機室，
1階を事務室に改造した。局長を務めた別所
和三郎の手記によれば「小粒ながら外観上は
放送局らしい処だった」24）という。

さらに，このほか，フィリピンでは中継用の

図 1　比島放送管理局
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放送局として，バギオ中継放送所（1943年2月
7日開始），イロイロ中継放送所（1943年3月5
日開始），レガスピー中継放送所（1943年5月
25日開始）の3つの中継施設も建設した。こう
して比島放送管理局の体制が整ったのである

（図1）。

2.2. 緬甸放送管理局のはじまり

一方，戦前のビルマにおける放送は，イギリ
ス統治下の1940年4月，ラングーン市（現ヤン
ゴン市）に開局したラングーン放送局（XYZ）
がはじまりである。政府によって経営され，英
語報道・英国音楽，ビルマ語報道・ビルマ現
代古代音楽などが放送されていた。運営はイ
ギリス人やビルマ人によって行われていた 25）。

1942年1月，日本軍がビルマに進攻。2月，
ラングーン放送局はビルマ人向け放送を打ち切
り，イギリス人職員のみで英語番組を続けてい
たが，3月7日，日本軍のラングーン市への接近
と英印軍の退却にともない，放送所を跡形もな
く爆破した 26）。翌8日，ラングーンは陥落する。

進駐直後はまだ日本放送協会から職員が派
遣されていないため，まず軍が，放送の復旧

にあたった。しかし，フィリピンの場合と同じ
く，無線施設が徹底的に爆破され，放送機器
の現地調達も困難だったため，「手の施しよう
がなかった」27）という。5 月，敵軍が廃棄して
いった送信機が見つかり28），これを改造して放
送設備の復興にあたった。

7月には放送所をラングーン北方のイエグ村
に決定し，1942年8月15日16時30 分，軍宣
伝班がビルマ・インド向けの仮放送を再開した。
フィリピンのマニラ放送局から遅れること7か
月後の放送開始であった（図2）。

当初は日本人嘱託9名が中心となり，ビルマ人
など13名が補助して運営にあたった。放送時
間は昼間1時間半，夜間40 分に限定された 29）。
島
とうしょ

嶼のフィリピンでは複数の放送局を建設した
が，地続きのビルマではラングーンのみで運営
されていくことになる。

こうしてビルマでは，まず軍宣伝部によって
放送局が建設・運営されたあと，日本放送協
会から職員が派遣され，放送管理局設立の準
備が進められていくことになる。仮放送から3
か月後の1942年11月22日，日本放送協会か

ダバオ放送局

図 2　緬甸放送管理局

ラングーン
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ら4名の職員が派遣され，続いて12月12日に
は7名が派遣された。そして12月29日，フィ
リピンから転任した松内則三が到着して，ビル
マ派遣予定者全員がそろうことになる。

1943年1月25日，「緬甸放送管理局」が正
式に発足した。松内則三が放送管理局長に任
命され，同日，13時20 分から旧総督官邸で
開所式が開かれた。この放送管理局の創設に
よって「軍宣伝部から番組企画，編成及びそ
の実施の一切を継承，各方面と緊密な連絡を
とり，自主積極性のある活動に入った」30）ので
ある。ビルマでは日本放送協会からの派遣が
遅れたため，フィリピンに比べてやや遅い放送
管理局の開局となった。

同年2月には新局舎を決定して管理局本部
兼演奏所とし，同年3月からは新局舎で放送を
開始した。こうして緬甸放送管理局の体制が
整ったのである。

3. 比島放送管理局の放送工作

3.1. 現地住民の宣撫

ここから，日本占領下のフィリピンでどのよう

な放送がされたのか，その実態を見てい
くことにしたい。先述のように，フィリピ
ンではまずマニラ放送局が放送を開始
し，その後，セブ放送局，ダバオ放送
局と続いた。このほか，3つの中継用放
送所が新設され，入り組んだ島嶼をこれ
らの放送局でカバーした。放送の拠点
が複数となったため，マニラ放送局を中
央放送局とし，マニラでは局長の安達
福太郎のもと放送部，技術部，総務部
の3部を置き，セブ放送局とダバオ放送
局では局長以下に放送，技術の2課を

置いた。ほかの中継放送所では主任制をとっ
た 31）。

マニラ放送局では当初，朝の8時から放送
がはじまり，英語，タガログ語，スペイン語で
ニュースを出した。ニュースの時間帯は8時，
12時30 分，17時，20時30 分の定時で，この
ほかに毎日19時30 分には司令部から発表され
る告示事項をアナウンサーが放送した。

しかし，アメリカの統治下で比較的高い生
活水準を維持してきたマニラ市では日本軍の
進駐以降，物資不足やインフレとなり，現地で
はアメリカの善政を懐かしみ，日本軍の敗退を
願う者が多くなった。ゆえに「かかる悪条件の
下にあった比島放送は，その課せられた使命
は極めて重大なものであって，軍の期待も過大
なものであるから，放送関係者の苦労も並大
抵の事ではなかった」32）という。

そこで，現地住民の宣撫として注目されたの
が「音楽」であった。フィリピン人は「天成の音
楽好きの国民」であり，「まず音楽を通じて，一
般大衆を日本に親しむようにさせるのが早道」33）

であるとされたのである。松内則三もフィリピン
滞在時を振り返り，「比島の原住民は音楽に非

緬甸放送管理局開局時の記念写真
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常な趣味をもっており，マニラ地方だ
けでもラジオ聴取者が5万4千に上っ
ている」と述べている34）。事実，当時
の番組表を見てみると，ニュースや解
説，講演とともに，1日に10回以上，
音楽を流す番組編成となっている。

さらに，マニラ放送局では『さくら
さくら』と『荒城の月』の曲譜が見つか
り，前者を声楽家でフィリピン大学教
授のマルソニ氏が独唱し，後者を四部
合唱で放送するなど，多くの現地住民
に感銘を与えたという35）。また，山田
耕筰がフィリピンを訪れた際には「日
比親善音楽会比島放送管弦楽団」が
組織されるなど，音楽を基盤とした番
組作りがされた。さらに，日本の音楽
にとどまらず，約400年前のフィリピン
古来の音楽も研究し，これを放送した
という36）。

こうしてマニラ放送局では約5万枚
のレコードを保有していたこともあり，
質・量ともに「音楽」を中心とした番組
編成が可能となった。当時，マニラ放

送局長の安達福太郎は，このような放
送方針は従来のアメリカ支配下で行われ
ていた「享楽的音楽」の代わりに「建設
的音楽」を与えることであると，その使
命感を述べている37）。

表1は，1942年12月8日の「開戦1周
年記念特別番組」の番組編成である。
ここでも朝からニュースとともに音楽を
流し，街頭行進実況，『家庭婦人の時
間』，唱歌，さらには現地の劇団による
ラジオドラマが放送されているのも興味

放送時刻 放送内容
6:55 放送開始音楽
7:00 時報 ラジオ体操
7:20 今日の番組の予告 音楽
8:00 ニュース（英語） 音楽
8:50 ラジオ体操

10:00 音楽
10:30 街頭行進実況 ルネタ公園より中継

11:00
（1）比島県民大会実況 同会場より中継
（2）新比島奉仕団発会式実況 同会場より中継
（3）ラジオ体操の会発会式実況 同会場より中継

13:30 音楽
14:00 『家庭婦人の時間』「この1年間を顧みて」
15:00 『読書の時間』「病院船」
16:00 音楽
17:30 ニュース（英語）
18:00 『子供の時間』 お話と唱歌（日本国民学校生徒）
18:30 吹奏楽
19:00 時報 ニュース（タガログ語，ビサヤ語，スペイン語）

19:30 特別講演1 村田省蔵軍政顧問
特別講演2 アキノ新比島奉仕団副総裁

20:00 ラジオドラマ『西住戦車隊長』（比島ラジオドラマ劇団）
20:45 ニュース解説
21:00 日独伊国歌並びに愛国歌合唱
21:30 今日のニュース（英語，日本語）
22:00 放送終了

表 1　開戦 1 周年記念特別番組

マニラ放送局（KZRH）スタジオ

佐坂正平・手記（NHK放送文化研究所所蔵）をもとに作成
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深い。比島放送管理局では，フィリピンの音
楽好きの国民性を考慮しつつ，東洋的民族性
を再起させることを目的として，現地住民の宣
撫が行われたのである。

一方，後続のセブ放送局とダバオ放送局で
は，これらマニラ放送局の番組を再放送するこ
とが主で，ときどきローカル番組を放送するの
みであった。しかし，このなかでもダバオ放送
局の日本人向け放送は「記録に値するもの」38）

であったという。もともとダバオには明治末期
よりマニラ麻の栽培のため日本人が移り住み，
当時，その数は2万名にのぼっていた。しかし，
一世，二世，三世と代を重ねるにしたがって日
本語を話す者が少なくなり，故国を忘れてい
た。軍はこれを嘆き，放送や新聞を使って日
本語を教育するよう命じた。ダバオ放送局では
1943年2月20日から日本人向けに日本語放送
を開始し，その役割を担ったのである 39）。

以上のように，マニラでは音楽を中心とした
現地住民向けの宣撫放送，ダバオでは日本語
教育を中心とした在留邦人向け放送が行われ
た。

3.2. 米比軍への対敵放送

比島放送管理局の放送工作は，現地住民の
宣撫や在留邦人向けだけでなく，連合軍へも
向けられていた。フィリピンの場合，米比軍か
らの宣伝放送の受信阻止が当初の大きな任務
であった。日本軍がマニラを占領後，米比軍
はコレヒドール島に逃避し，そこから毎日，中
波放送による対比・対日放送を繰り返した。そ
のため日本軍は「バターン総攻撃には，放送関
係者の大部分が中継放送機，録音機，拡声
装置等を携行，弾丸雨飛の間にこれ等の機器
を活躍させた」40）という。とくに最前線におい

て拡声器を使って放送し，投降を呼びかけた
のである 41）。

さらに，連合軍からの放送を現地住民が聴
くことができないよう，軍の命令で「全波受信
機の短波帯切断または除去」が行われた。当
初は軍政局が担ったが，その後，日本放送協
会の職員たちがこの業務にあたった。こうした
なかで受信機不足解消を目的とし，ほかの南
方占領地と同様に集団聴取のため設置された
のが，「ラジオ塔」である。

フィリピンでは公営の大規模マーケットがあ
り，ほとんどの住民が利用して終日賑わってい
たため，ラジオ塔の設置場所をマーケット中心
とした。「激しい暑さから解放された夕暮の一
時を，言葉を奏でたりドバ（ヤシ酒）等を飲ん
で浮世話に花を咲かせる場所も好適で，ラジ
オより流れる音楽に合わせて踊る景色も偶々見
られた」42）という。

ラジオ塔の効果もあり，予想外に普及したの
が「ラジオ体操」であった。安達福太郎も「ラ
ジオ体操放送がマニラ市はもとより遠く周辺の
マニラの放送を聴取困難と思われる地方の村や
町まで非常な勢いで普及」し，「最初の予想で
は2年間はかかるだろうと思った程度の普及が
僅か2 箇月でなし遂げられたのだった」とその
喜びを語っている 43）。また先の表1にもあるよ
うに，開戦1周年の1942年12月8日には「ラ
ジオ体操の会」が発足し，青少年や工場職員
たちによって普及がさらに加速した44）。

米比軍からの放送を遮断する一方で行われ
たのが，「対敵放送」である。マニラ放送局
では対北米向け放送を1942年6月22日から，
対西南太平洋向け放送を1944年3月8日から
行っている 45）。これらは「英語」による放送で，
どれほど聴かれたかは不明であるが，松内則
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三はフィリピンから帰国後，「アメリカ軍の幹部
の間には，相当この我々の対敵放送というも
のは，悩みの種であったようである」46）と述べ
ている。

当時の対敵放送の内容を知るエピソードが，
安達福太郎によって語られている。対敵放送
の1つに，フィリピン兵の捕虜の肉声を録音し
て放送し，米比軍の敵がい心をくじくものが
あった。当時，安達はパルデス大尉とカピンピ
ン少尉という2名の捕虜兵による録音放送の様
子を新聞紙上で語っている。

パルデス大尉は数百の部下を連れて投降し
て捕虜となった身である。放送局に来て約2時
間かけて英文原稿7枚を作成し，録音したとい
う。「内容は実に立派なもので，日本軍に対し
誤った観念をもっていたこと，皇軍が俘虜に対
して極めて温情あること，新比島の建設が予
想外に進捗しつつあり，米軍の再来など痴人
の夢であること等を，自らマイクの前に立って
述べた」47）。

また，カピンピン少尉も母親が危篤のなかで
放送局に来て，およそ10 分間分の原稿を録音
した。「その内容は実に堂 と々して，近頃の俘
虜の意見でこれ程的確に皇軍を認識し理解し，
自己を知り比島の将来を予見した意見は他に見
ない」48）。これらの録音放送が具体的にどの時
間帯にどこに向けて流れたかは不明だが，現
地住民向けというよりも，対敵放送として連合
軍側に伝える意図があったことは言うまでもな
い。捕虜の肉声を直接連合軍に届けることで，
日本軍の力を誇示し，彼らの士気を下げようと
したのである。

しかし，占領下のフィリピンにおける米軍の
放送の受信阻止や対敵放送には限界もあっ
た。フィリピンでは秘密裏に山中に短波ラジオ

を持ち込み，海外からのラジオ放送を受信す
る現地住民がいたからである 49）。彼らは主に
サンフランシスコやオーストラリアの放送局から
情報を得て，独自にパンフレットや地下新聞を
発行した。見つかれば日本軍に死罪にされる
ことを承知のうえで展開されたこれらのゲリラ
活動は，フィリピンにおける日本軍の放送工作
の大きな妨げとなり，日本軍がこのあと撤退す
る際にも大きな障壁となっていく。これはまた
6章「おわりに」で述べたい。

4. 緬甸放送管理局の放送工作

4.1. 現地住民の宣撫

一方，日本占領下のビルマでどのような放送
がされたのか，その実態を見ていくことにした
い。前述のように，ビルマではフィリピンに比
べてやや遅れて，1942年8月15日に軍が放送
を開始し，1943年1月25日に緬甸放送管理局
が発足した。松内則三を局長に，放送部，技
術部，総務部，放送所，録音班に分かれ，運
営にあたった。管理局設立直前の1月1日から
放送時間を拡大し，現地住民向けに朝の番組
と午後の家庭向けの番組を新設，夜間には日
本語講座も放送した 50）。さらに翌2月からは再
び放送時間を拡大し，1日の総放送時間は5時
間54分に達した。

同年2月28日には，新放送局舎をビクトリア
レーク東南の「チンチョンパレス（華僑の家）」
に決定した。湖畔にそびえる2階建ての建物で，
その上に3階の塔をもつ木造建築である51）。こ
こを放送管理局本部兼演奏所とし，60坪の演
奏室のほか4つのスタジオが設置された。当
時，「マンゴーの巨木亭 と々する聳

そび

ゆる中に堂々
と偉容を誇って」いたという52）。放送所もここ



34 MAY 2021

から4キロ離れた病院を改装して新設し，緬甸
放送管理局は放送体制をさらに整えていくこと
になる。

ビルマの現地住民向けの放送内容は，フィ
リピンの場合と根本的に変わらず，ニュースや
講演，ラジオ体操，音楽などが占めた。ただ，
フィリピンが「音楽」を中心とした番組編成を
行ったように，ビルマでも番組編成に特徴を見
いだすことができる。それは，1943年1月28
日に首相の東條英機が同年中のビルマ独立を
明言して以降，現地住民に対してビルマの独
立を後押ししつつ，大東亜共栄圏構想を広め
ていくために「日本文化」の浸透を積極的にね
らっていたことである。

例えば1943 年 5月17 ～ 30日には「ビルマ
建国民衆指導強化週間特別放送」としてビル
マ行政府と連携した周知徹底の番組編成を行
う一方で，4月1 ～ 3日には「神武天皇祭特集
番組」を組み，5月9日には大相撲夏場所の中
継を行っている。また，6月からは現地住民に

向けた曜日ごとの編成とし，月曜日は「日本紹
介と日緬親善」，水曜日は「世界の動き解説」，
金曜日は「家庭生活に必要で役立つ事柄」を
放送した 53）。ビルマ独立を意識させつつ，日
本文化の浸透をねらったのである。

こうしたなかで，1943年8月1日のビルマ独
立を迎える。当日は全番組を変更して「緬甸独
立式典」を現場から中継し，11時25分から独
立宣言式，13時55分から各就任式，15時40
分から諸外国に向けて独立通告を伝えた。ま
た，翌日から1週間にわたって各界名士による
ビルマ独立の講話を放送した 54）。さらに，9月
1日には東條英機からビルマ国民に向けたメッ
セージ 55）を放送し，10月1日から1週間は「緬
甸独立慶祝週間特別放送」を実施した。

以上の現地住民向け放送のほかに，ビルマ
の国内放送で目立ったのが「前線将校向け放
送」であった。前述のように，フィリピンのダ
バオでは在留邦人向けの日本語放送が特徴的
だったが，戦線が張られていたビルマでは，
前線将校向けの放送が目立った。例えば1943
年6月からは『郷土だより』を毎日放送し，前
線将兵たちの郷愁を慰め，内地との連携をは
かった 56）。また，1943年1月20日の泰緬（タイ・
ビルマ）国境突破記念日には，泰緬国境を突
破した伊藤睦子（24歳）が，19時から『国境
突破の思ひ出』を前線へ放送した 57）。

さらに，1943年10月から4か月間にわたっ
て，日本放送協会ではマレーとビルマに慰問団
を派遣し，放送だけでなく直接，前線将兵た
ちの慰安にもあたった。12名の東京放送管弦
楽団のほか，徳川夢声 58），歌手，落語家，舞
踏家などが同行した。仮設の演芸場で行われ
る舞台には「とにかく慰問団が来るというので
兵隊さんは一月も前から指折り数えて待ってい

チンチョンパレス（ラングーン放送局）
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る」59）状態だったという。

4.2. インドへの対敵放送

緬甸放送管理局においても，これらの現地
向け放送に限らず，「対敵放送」が重要な任
務とされた。当時，局長の松内則三は勇まし
い口調で，次のように述べている。「近代戦に
おけるラジオ放送が軍の作戦の一部にあって，
対敵宣伝に，思想戦に，攻略戦に強力な実弾
となって敵国は勿論のこと幾多敵性のあらゆ
る国境警備を超越して空から空を渡って虚々
実 ，々あの手この手と巧妙な駆引きで敵の陣
営に斬り込む。これが現在の対敵放送，現地
放送の実相だ」60）。

ビルマにおいても，放送開始当初より，ロン
ドンや重慶，ニューデリーからの強力な短波
放送への対処に追われた。とりわけ最初に軍
が開始した放送はビルマ住民にはほとんど届
かず，現地住民たちはインドやロンドンからの
ビルマ語放送を聴いていた 61）。そのため貧弱
な日本軍の電波は「おもちゃ放送局」と揶揄さ
れた 62）。

そこで，ほかの南方占領地と同様に，敵放

送の遮断のために受信機の改造がビルマにお
いても行われていく。1942年4月段階で約1万
台あった受信機は，ビルマ軍政監部電政総局
と緬甸放送管理局によって短波聴取不能なも
のに改造された 64）。もっとも，改造と言っても
短波ダイヤルに封

ふうろう

蠟しただけのものだったが，
それでも現地住民たちは処罰を恐れてこの封
蠟を剝がすわけにはいかなかった 65）。これと
並行して行われたのが「共同聴取施設」66）と

「ラジオ塔」の設置であり，ラングーン市ではそ
れぞれ 35か所と24か所に設置され，そのほか
の主要都市にも置かれた 67）。

こうした敵国からの放送の遮断と共同聴取施
設の設置とともに進められたのが，「対敵放送」
である。とりわけビルマでは，軍の作戦と連動
して放送が行われていた。そのため，軍がビル
マに続いてインドへも対英離反工作を主な目標
としたことを受け，緬甸放送管理局では対イン
ド放送に注力していくことになる68）。松内則三
も「対印度放送こそ使命であり，総重点とすべ
きである」として，次のように述べている。
「われわれは印度民衆に向って民族的自覚を

促し，東亜共栄の真意と真の姿を知らしめな
ければならない。そして印度から悪虐英帝国
の力を駆逐すべきである。露骨に率直にいえ
ば，大東亜共栄圏の陸の第一線を承るわれわ
れの放送任務はこれ以外に何ものもない」69）

なかでも重点を置かれたのが，放送を利用
してインドの独立を刺激することであった。放
送管理局設立直後の1943年1月26日，「印度
独立誓の日特別番組」を組み，インド独立連
盟が定めた誓いの日に，インド国内に向けて
独立促進を呼びかけた 70）。また，6月には英印
軍の敗戦の様子やインドの衣食糧問題を放送
し，8月にはビルマ独立式典実況の録音放送現地採用の女性アナウンサーたち 63）
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をインド向けに行い独立をあおった。さらに，
10月には自由インド仮政府が樹立したことを受
け，「インド仮政府成立特別放送」も行った。

その結果，対インド放送はいくつかの役割
に分岐し，重層的な番組編成をしていくことに
なる。1943年5月にインド独立連盟放送部を
放送管理局内に設置し，11月には緬甸放送管
理局の放送時間とインド独立連盟の放送時間
を分離した。表2にあるように，おのおのがそ
れぞれの目的に沿って番組編成をしていくよう
になったのである71）。

ここでは英語，ヒンドゥスタニー語，ベンガ
リー語のほかに，タミール語，プントゥ語など多
岐にわたる言語が放送に使われていることがわ
かる。さらに興味深いのは，表にもあるように

「フリー・ランカ放送局」という仮装の放送局
を設定して，深夜にひそかに対インド向けの放
送を行っていたことである。インド独立連盟で
は，主にインド国民や英印軍のインド将兵を対
象に，インド独立を刺激する番組内容の放送
を仮装の放送局も使いながら行い，一方，緬
甸放送管理局では日本軍の作戦の要請に従っ
てインド向け放送をしたのである。

しかし，ビルマでは1943年末になると空襲

の激しさが増し，1944年3月8日から開始され
たインパール作戦によって戦況はさらに泥沼化
していくことになる。このとき日本放送協会で
もインパール作戦特別録音隊のメンバー 6名
が組織され，4月11日には前線へと送られてい
る。しかし，6月下旬には戦況の悪化と猛烈な
雨期に遭遇し，「種々連絡の末，ようやくラン
グーンに帰着の命を受け，想像に余りある苦難
の道を切り抜け，目的地まで到着はしたもの，
その大部分は烈しい病魔に犯され入院した」72）

という。しだいにビルマでも，日本軍の撤退が
目の前に迫ってきたのである。

5. 果たせなかった文化工作
    ―激戦地での放送の潰散

5.1. 比島放送管理局の終わり

フィリピンとビルマでは，現地住民向けの放
送や対敵放送を続けていたが，しだいに米軍
や英印軍からの反攻にさらされ，放送を続け
ることができなくなっていった。比島放送管理
局と緬甸放送管理局は南方占領地のなかでも，
とりわけ壮絶な最後を迎えた放送局である。
NHK放送文化研究所には，帰還後に元放送

放送時刻 放送内容 言語
〈緬甸放送管理局〉

10:00-10:25 報道，音楽 英語，ヒンドゥスタニー語，ベンガリー語
17:20-18:30 報道，音楽，解説 英語，ヒンドゥスタニー語，グルカ語，北京語，広東語
18:30-19:26 報道，音楽，特別解説 英語，ヒンドゥスタニー語，ベンガリー語
21:55-22:25 報道，音楽 英語，ヒンドゥスタニー語，ベンガリー語

〈インド独立連盟放送〉
10:30-11:00 音楽，報道 英語，ヒンドゥスタニー語，ベンガリー語
16:30-17:15 音楽，報道，特別放送 英語，ヒンドゥスタニー語，ベンガリー語，タミール語

22:30-翌0:30 音楽，報道，特別放送 英語，テルグ語，ヒンドゥスタニー語，アッサム語，
グルカ語，アラティ語，プントゥ語

0:30-1:00 報道，解説，音楽
（フリー・ランカ放送局） 英語，べンガリー語

表 2　インド向け番組編成（1942 年 11 月）
 

「南方資料⑥ビルマ編」をもとに作成
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局員たちによって書かれた手記が残されている。
以下ではこれらの手記を中心に，それぞれの放
送管理局の終わりまでをたどってみたい。

フィリピンでは米軍による空襲が激しさを増
し，1944年10月のレイテ島上陸に続いてミンド
ロ島上陸など，しだいにマニラ市およびその近
郊への爆撃が熾

し

烈
れつ

を極めていった。マニラ放
送局では1944年12月16日，放送所の放送機
が爆撃を受け，その機能を失った 73）。これを
機にマニラ班とバギオ班の二手に分かれること
になり，マニラ班は総務部長の米良忠麿を中
心にマニラ市内で放送を続けるためとどまり，
バギオ班は局長の安達福太郎を中心に北方の
バギオ市に移動して放送を行うこととなった。

しかし，1945年2月3日，マニラ市内に米
軍が進攻。午前7時半，軍司令部から放送局
を引き揚げてマニラ東方の山中に転進するよう
命令が下された。そのため，マニラ班は米軍
が進攻する数時間前に放送管理局施設を破壊
し，東方拠点に退却した 74）。米良総務部長以
下17名の班員たちは，これから壮絶な最後を
たどることになる。

マニラ班で唯一の生存者となった青山正信の
手記には，生 し々い逃避行がづづられている。
東方の山中に避難途中，急な坂道を車で上れ
なくなり，米良部長を含む2名を残して次の設
営地を探しに行った。再び戻ってみると，爆撃
で米良は瀕死，1名は即死の状態だったという。
その後，米良も息を引き取り，2名の遺体を山
中に埋めた。それからマニラ班は，奥地へ奥地
へと進むも「栄養失調との戦い」で，1人2人と
倒れ，結局，青山は1人になって山中をさまよ
うことになる。「もうこれ以上生きられないと覚
悟」し，「或日マンゴーの大きな樹の下で，落ち
た実を食べてやれやれと思っていたとき，比島

人に捕らえられ」75）たという。このあと，青山は
マニラ班唯一の生存者としてモンテンルパの捕
虜収容所に連れていかれ，終戦を迎えている。

一方，バギオ班はバギオ市内でぎりぎりまで
放送を続けていたが，こちらも戦況が悪化。
1945年4月18日，放送機真空管に硫酸をかけ
て破壊し，深夜にバギオを退却した。それで
もさらに奥地で放送を続けるべく，一部の放送
機を搬送したが米軍の空撃にあい，そのうち
食糧不足となり，バギオ班でも多くの職員たち
が殉職した。山本宗太郎の手記には，そのと
きの生々しい記録と生存者たちの行動経路が
詳細に記されている76）。

またマニラだけでなく，ダバオ放送局でも同
じように職員たちが苦しんだ。ダバオ放送局
長であった別所和三郎の手記によれば，ダバ
オでは1944年8月ごろに初めて空襲にあい，9
月に軍事命令として局舎の放棄を命じられた。

「局員の手によって建てられた放送局を見捨て
るのは忍び難きことだったが，軍命令とあらば
止むを得ず放送機器を使用不能の状態とし真

ダバオ放送局玄関に立つ別所和三郎
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空管を取去り局舎と別れた」という。
マニラよりも早い段階で空襲を受け，局舎を

放棄したダバオ放送局員でも，「どうすれば生
命を保てるか，山中に入れば餓死か，ゲリラ襲
撃によって死するか」と逃避行は熾烈を極めた。
別所らは，フィリピン最北のカガヤンから飛行
便が出ているとの噂を聞きつけて向かうも，山
中で次々に栄養失調に陥った。別所は「毎日就
寝前南十字星を見上げながら藁をもつかむ思
いで神仏に祈らざるを得なかった」と述べてい
る。山中の移動は半年間ほど続き，別所は終
戦を米軍機からのビラで知ることになる77）。

このように，比島放送管理局の職員たちはそ
れぞれ山中に逃げ込むなどしたものの，結局，
30名の殉職者を出すことになった 78）。マニラ放
送局技術部長だった木下誠二 79）の手記によれ
ば，「爆撃によって戦死した人は僅かに3人位
で，他のほとんどは食糧難や悪性マラリヤによ
る戦病死であった」80）という。
「食糧不足等のために筆舌に尽くせない程の

苦難の連続」であったと書かれた木下の文字か
らも，当時の悲惨さが伝わってくる。とくに戦
死者は生き残った者でその場で埋葬したとい
うが，残存者も栄養失調で「土掘りも辛うじて
出来る程度で，浅い埋葬」だったという。木下
は，仲間がいまだ同地で眠り続けていること
を悔いている。この手記以降，遺骨がどうなっ
たかは定かではないが，いかに比島放送管理
局の職員たちが悲惨な最後を迎えたかがうか
がえる。

5.2. 緬甸放送管理局の終わり

ビルマでも，多くの職員たちが壮絶な最後
をたどった。緬甸放送管理局もまた，現地住
民向けの放送や対インド放送を続けていたが，

インパール作戦の撤退以降，1945年初頭から
相次いだ空襲によって停電が続き，放送の継
続自体が困難になっていった。そして1945年2
月11日，ラングーン大空襲によって放送所は大
きく破壊された。

地下スタジオを急設し，小型ガソリン発電機
を急造して辛うじて放送を続けるも81），3月に
入って英印軍がビルマ進攻を開始し，さらにビ
ルマ国軍の反乱決起となった。これを受けて3
月10日，軍属も現地召集となり，緬甸放送管
理局からも16名が召集され，ラングーン警備
隊に編入された。このとき4名が殉職をしてい
る。また，残された放送局員も軍属の身分の
ままラングーン防衛軍に編入され，銃剣や武器
弾薬を支給されて昼夜を問わず衛兵業務にあ
たった。このため，3月中旬より緬甸放送管理
局の放送機能はほぼ停止状態となった 82）。

4月下旬，ビルマ軍司令部はラングーンを放
棄して東部のモールメンに撤退することを決定
したため，放送局員たちも4月24日にラングー
ンから脱出することになった。23日夜には徹夜
で放送施設を涙ながらに破壊し，最後まで行
動をともした数十名の現地住民には手当を支給
して解散させた 83）。

技術部の横尾直行の手記によれば，「電波
停止は“4月24日12:00”と決め，昼前に現地
人従業員をだまして全員局地域から立ち去ら
せ，正午にスイッチを切る（XYZの最後）と同
時にハンマーを振」84）ったという。放送局員た
ちはラングーンを脱出後にモールメンに到着し，
そこからサイゴンへと向かった。このうち6名
が昭南放送局（シンガポール）へ転任し，残り
の11名がサイゴン放送局に勤務して終戦を迎
えた。最終的に緬甸放送管理局の殉職者は7
名となった。
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以上のように，フィリピンにおいてもビルマ
においても，ともに放送管理局で終戦の詔勅
を放送することができていない。それどころか，
終戦の事実すら知らないままに多くの職員たち
が殉職し，生き残った者でも米軍のビラで終
戦を知ったり，他国で終戦を迎えたりしている。

比島放送管理局でも緬甸放送管理局でも，
最後まで放送を続けようと必死だったが，結
局，激戦に巻き込まれ，最後は逃げることしか
できなかった。フィリピンでは山中を逃げまど
い，ビルマでは戦闘要員にさせられるなど，日
本放送協会の職員たちは軍属という身分ゆえ
にぞんざいに扱われ，最後は自分の身を自分
で守らざるを得ない状況に追い込まれたのであ
る。これがフィリピンとビルマという激戦地に
おける南方放送の終わりであった。

6. おわりに―南方放送史を編みなおす

大東亜共栄圏構想の浸透のため，南方占領
地に建設された放送局は，結局，その目的を
ほぼ達成できないまま，短期間で終わった。そ
もそも日本軍が進めた南方進出自体に無理が
あった。戦略資源の確保・治安維持・現地自
活という東南アジア占領の三大原則を定めた

「南方占領地行政実施要領」が策定されたのは
開戦3週間前のことであり85），それに合わせて
進められた放送工作も計画性に乏しいものだっ
た。南方の放送事情の調査も開戦直前に行わ
れ，開戦後も運営主体を軍とするか日本放送
協会とするかもまとまらず，準備不足のまま放
送が始まった 86）。

1942年6月に慌てて「南方圏放送計画案」
を策定し，いざ各地に放送局を設置しようとす
るも，敵軍によって放送施設が破壊され，施

設の復旧や機材の収集に多くの時間を費やし
た。そのため施設計画ばかりに重きが置かれ，
放送内容の検討は立ち遅れた 87）。南方占領地
の放送計画はすべてが見切り発車だったと言っ
ていい。そして，この根底には南方の住民た
ちに対して「文化的民度も概して低く」88）という
差別意識があったことは否定できない。日本人
の手でアジアを解放し，放送によって新秩序
の樹立を容易に後押しすることができるだろう
と，軍も日本放送協会もたかをくくっていたと
ころがあったのである。

もっとも，これは放送だけに限った話ではな
い。南方占領地では新聞，映画など，複合的
に文化工作がなされ，これらもまた思うように
進まなかった。例えば南方占領地の新聞工作
では，1942年10月20日に「南方陸軍軍政地域
新聞政策要領」が発表され，「東京日日新聞社

（大阪毎日新聞社），朝日新聞社，読売報知新
聞社，同盟通信社がそれぞれ南方占領地を分
担し，日本語新聞を発行することとなった」89）。

1942年11月1日にマニラ新聞，同年12月8
日にジャワ新聞，1943年1月1日にビルマ新聞
が発行されるも，例えばフィリピンのマニラ新
聞では，ほとんどの読者が在留邦人であったと
いう。そのため戦前からの地元新聞社に発行
許可を与えざるを得ず，結局，日本軍の指導の
もと英字新聞，タガログ語新聞，スペイン語
新聞の発行を余儀なくされた。そもそもの新聞
工作の目的であった「日本語の普及」はうまく
いかず，それどころかフィリピンではゲリラ側
の発行する新聞が驚くほど売れ行きを示すよう
になり，軍と大手新聞社で画策した日本語によ
る情報独占は，足元から崩れたのである90）。

一方，映画工作では，1942年9月に「南方
映画工作要綱」が発表され，製作を日本映画
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社が行い，配給・宣伝・映画館経営などを新
設の社団法人映画配給社が担うことになった。
1942年12月には「南方向映画選定委員会」が
設置され，劇映画のほか，『日本ニュース』を
現地語版に改編した『大東亜ニュース』など，
記録映画でも映画工作が行われていくことにな
る91）。当時，津村秀夫は著書『映画戦』（1944）
のなかで，「劇映画形式」と「記録映画形式」
の長短所を見極めつつ，それぞれを上映しな
がら思想戦を展開していくべきだと強く述べて
いる92）。

しかし，こうした映画も現地住民にはほとん
ど受け入れられなかった。「アジアへ打って出
ようとする日本映画の前に，質量ともに圧倒的
なアメリカ映画が東南アジアを席巻」し，「日
本映画人たちの多くは，国策に沿う主題をうま
く処理することができず，“映画戦”では，開
戦から終戦まで負け続けていたのである」93）。

このように，放送，新聞，映画はそれぞれ
のメディア特性を生かしつつ文化工作を画策す
るも，目的の達成には至らなかった。これは
やはり南方占領地における「受け手への伝播」
がうまくいかなかったことが最大の要因だろう。
話を再び放送に戻せば，たとえ放送局舎を建
設しても，それを聴く「受け手」がいないと文
化工作は成立しない。前述のように，放送の
場合，受信機不足のなかで，さらに敵軍から
の放送を聴けなくするため受信機回収を行わな
ければならず，共同聴取施設の設置について
も，カバーする範囲は一部地域の住民たちにと
どまった。

1942年6月に策定された「南方圏放送計画
案」94）には「聴取組織」の項目が設けられ，
官庁・会社・学校などの「集団聴取」，町会・
床屋・銭湯で情報流布を行う「伝播組織」，

指導者や有力者に受信機を貸し出す「受信機
貸与」，大東亜競技大会や宗教大会を開催す
る「中継」などで聴取者の獲得をねらうことが
明記されていたが，ほとんど実現できていな
い。さらに「博物館」の建設や，「放送船」の
運行計画まであった。結果的に屋外にラジオ
塔を設置したものの，ラジオ受信機の普及ま
でには時間が足りなかったのである。

この「受け手への伝播」を行ううえで障壁と
なったのが，南方占領地における多様な民族，
言語，文化だった。南方占領地は大小無数の
島嶼群も含み，多民族，多言語，多宗教で，
地域によって大きく文化事情が異なった 95）。そ
もそもこれら広大で多様な地をひとくくりにした

「大東亜共栄圏」構想の問題点が，ここで露呈
することになる。たとえ「大東亜放送実施要綱
案」96）を定めて詳細を練っても，それぞれの地
域で例外が生じ，結局，その土地土地での対
応を迫られた。ここに一括して情報を流さざる
を得ないマス・メディアとしての放送の弱点も
あったのである。

軍の方針に従わざるを得なかったとはいえ，
戦時中の日本放送協会の職員たちが行った文
化工作を正当化することはできない。当時の
放送局員たちの言葉を改めて読み返してみて
も，異常な使命感に突き動かされていたことが
わかる。それゆえにこそ，日本の放送史の負
の一部として，南方放送史を編みなおすことは
重要である。

今回のシリーズでは，主に送り手の動向（陸
海軍や日本放送協会）に着目してきた。今後，
もし受け手の問題も考えるならば，当時，現地
住民たちがどのように放送を聴いていたかとい
う証言や新資料が必要となるだろう。また，送
り手のなかでも「現地採用された住民たち」に
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ついても考える必要がある。日本放送協会か
ら南方に派遣されたのは302名だったのに対
し，現地で採用された職員数は合計で1,290名
で，その数は約4倍にのぼる。受け手であり送
り手でもあった現地住民たちがどのように放送
工作に動員され，関わったのか，解明すべき点
は多い。

ただ，今回，軍や日本放送協会の動向から
当時の南方放送の実態を明らかにできたこと
は，戦時下の放送を見なおす契機となる。とく
に終戦後，南方で作成された文書は処分され，
あるいは連合軍によって没収された。そのなか
でも本シリーズが南方放送史を再考することが
できたのは，元NHK放送文化研究所・放送
史編集室の佐藤勝造による功績が大きい。

佐藤は帰国した職員1人ひとりに手紙を書
き，資料提供をしてもらい，聞き取り調査も
行っている。手記や写真，当時の手紙など，
残された一次史料からは，佐藤のなみなみな
らぬ作業の一端が垣間見える。このシリーズ
が執筆できたのも，恐ろしいほどの時間と労力
をかけた佐藤の作業があったからにほかなら
ない。もしその作業が行われていなかったら，
時を経てこうして南方放送史を再考することす
らできなかっただろう。地道な作業を通して
アーカイブを残していくことの重要性を改めて
感じつつ，このシリーズを終えたい。

（まつやま ひであき）
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